
平成23年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その７ 

平成23年６月21日（火） 

                                           

      

（午後３時30分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い一般質問を行います。 

 順番13、14番 中本浩精君。 

〔14番（中本浩精君）登壇〕 

○14番（中本浩精君）このたび議席14番をい

ただきました中本浩精でございます。皆さま

方には今後ともご指導いただきますよう、こ

の場をお借りいたしまして、お願い申し上げ

ます。 

 それでは、通告に基づきまして、初めての

一般質問を元気よくさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 スポーツには、屋内競技と屋外競技があり

ます。当市におきまして、バレーボール、バ

スケットボール、柔道、剣道など、屋内競技

に関しての施設は県立体育館はじめ、高等学

校の体育館など、かなり充実していると思わ

れます。その反面、サッカー、野球など屋外

競技に関しての施設は充実しているでしょう

か。私は充実していないと思います。 

 木下市長が掲げておられる教育と福祉のま

ちづくり、橋本市教育委員会が掲げている21

世紀を生きる人づくり、そういうビジョンの

中で、スポーツに親しみ、健全な体をつくり、

青少年に夢と希望を持てるような教育環境づ

くりという意味合いも込めまして、市民のス

ポーツ施設充実について２点ご質問いたしま

す。よろしくお願い申し上げます。 

 一点目は、橋本市運動公園多目的グラウン

ドの有効利用であります。平成22年度の利用

状況は、陸上で178日、サッカーで28日、グラ

ウンドゴルフで２日、計208日利用しておりま

す。サッカーに関しましては、多目的グラウ

ンドは天然芝のため、４月から６月の間養生

期間のため、サッカーでの利用はできません。

７月から３月の９カ月の間に28日利用してお

ります。先ほど同僚の樽井議員も申しました

が、2015年の国体において、多目的グラウン

ドはサッカーの開催場所となっております。

そういう意味合いも込めまして、私は天然芝

の養生場所を設置すれば、国体のときにベス

トコンディションで、また一般の皆さんがサ

ッカーでの利用回数を増やせると思うのです

が、いかがなものでしょうか。ご答弁のほう

よろしくお願い申し上げます。 

 二点目は、野球場の建設についてでありま

す。 

 野球王国和歌山、この言葉は皆さんもよく

お耳にする言葉だと思います。高校野球はじ

め、和歌山県は全国的にも野球の盛んな県で

あります。今から県下の主な野球場の施設を

挙げさせていただきますので、よく聞いてく

ださい。紀の川市の貴志川球場、和歌山市の

紀三井寺球場、有田市のマツゲン有田球場、

有田郡のなぎの里球場、田辺市は二つありま

して、田辺市民球場、田辺グリーン球場、西

牟婁郡の上富田球場、新宮市のくろしおスタ

ジアムなど、中紀から紀南にかけてかなり施

設は充実しております。橋本市の名前はござ

いません。出てきません。 

 私は、少年野球の指導を経験させていただ

く中で、子どもたちのおかげで県大会に何度

となく出場させていただきました。すばらし

い野球場で、子どもたちがはつらつと一生懸

命プレーしている姿を見て、橋本市でも子ど

もたちにこういうグラウンドで野球をさせて
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あげたいなと正直に思いました。 

 和歌山県下で少年野球は８ブロックに分か

れております。その８ブロックで県大会の会

場を持ち回りしております。去る６月４日と

５日、市長、教育長にお世話をかけたんです

が、橋本市において県大会が開催されました。

会場は南馬場グラウンドと向副緑地広場でご

ざいます。これも、先ほど樽井議員がおっし

ゃっていただいたんですが、集中豪雨や台風

の影響などで、河川敷ですので、今までに何

度となく紀の川の増水により浸水しておりま

す。また、今大会の南馬場グラウンドの設営

におきましては、陥没する箇所が発生いたし

ました。今度国体で使うソフトボールの会場

が陥没しております。今申し上げましたよう

に、これが今の野球場、メインの野球場、橋

本市の現状と実態であります。 

 橋本市は大阪府と奈良県に隣接しておりま

す。将来を見据えた中で、一つ橋本市に本格

的な野球場があってもいいではないでしょう

か。過去の野球場の建設計画と今後の建設計

画について、ご答弁のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 以上、市民のスポーツ施設充実について、

１回目の質問を終わらせていただきます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君の一

般質問に対する答弁を求めます。 

 教育次長。 

〔教育次長（山本芳弘君）登壇〕 

○教育次長（山本芳弘君）市民のスポーツ施

設充実についてのご質問のうち、運動公園内

における多目的グラウンド天然芝養生場所設

置についてお答えいたします。 

 先ほど中本議員のほうからご質問に最初あ

りましたように、現在橋本市運動公園多目的

グラウンド芝生管理については、先ほど申さ

れたように１年間のうち４月から６月の間は

芝生の養生期間として使用を禁止して、薬剤

や肥料をまき、傷んだ芝生の再生、補修を行

い、７月から３月の間は平均月３回程度に使

用を制限し、できるだけ芝生が枯れないよう

にしております。 

 植えかえ用の芝生を育てる場所、この場所

はナーセリーと申しますけれども、これを設

置し、グラウンド内の傷んだ芝生と植えかえ

れば、もっとグラウンドの使用回数を増やせ

るのではないかということでございますが、

このナーセリーを設置するには100㎡当たり

約150万円程度の費用が必要であり、年間の維

持管理費も新たに発生いたします。傷んだ芝

生を植えかえした場合も、２週間程度の養生

期間か必要であり、すぐに使用回数を増やす

ことにはならないと考えております。また、

季節によっては、植えかえをしても芝生の根

がつかないこともあるとのことです。 

 平成22年度の多目的グラウンドの利用状況

では、先ほどもおっしゃっておられましたが、

サッカーでの利用回数は年間28件程度でござ

います。ほかにも陸上競技、グラウンドゴル

フ、子どものラグビー等でも利用されており

ます。 

 以上のことから、芝生の養生施設を新たに

設置いたしましても、グラウンドの使用回数

を増やすことは難しく、費用対効果の観点か

らも実施は困難と考えますので、ご理解のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）橋本市運動公園に

おける野球場建設についてお答えします。 

 橋本市運動公園は、昭和53年度に基本計画

を策定し、プール、テニスコート、多目的グ

ラウンド、体育館、野球場、駐車場等を計画

しました。事業実施については、昭和55年度

に着手し、その後基本計画の変更等を経て、

プール、テニスコート、多目的グラウンド等
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の整備、及び和歌山県立体育館の建設が完了

しました。しかしながら、財政事情や用地買

収の難航等により、野球場、自由の広場、駐

車場の一部等が未整備の状態で、平成17年度

において事業を終了しました。 

 議員おただしの野球場建設については、財

政事情等により、橋本市運動公園を含め、当

面本市としては実施する計画はありませんの

で、ご理解のほどよろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君、再

質問ありますか。 

 14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）ご答弁ありがとうござ

います。予想どおりのご答弁いただきまして、

誠にありがとうございます。再質問させてい

ただくんですが、まず多目的グラウンドの有

効利用について、再質問させていただきます。 

 今ご答弁いただきましたように、芝生の張

りかえ作業をすれば、逆にまたお金がかかる。

費用対効果がないということで、だめだとい

う、まず解釈でよろしいですか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）現在のところ、こ

の芝生を変えていくにあたっての費用が相当

かかるということで、今のところ現状でお願

いしたいというふうに考えております。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）そしたら、サッカーも、

運動公園はちょうどダイキから車で来ました

ら、右へ行ったら県立体育館、左へ行ったら

市民病院のところに運動公園の案内板がある

んですよね。サッカーの絵をかいていただい

ております。だから、サッカーも実際できて

おります。だから、サッカーもできているか

ら絵も入っておっていいんですけど、ちょっ

と聞かせていただいたのが、最初つくるとき

に、どうして天然芝だったのか。それと、今、

この間も運動公園へ行ってきましたら、いろ

いろ工夫、努力はしていただいております。

１年契約でしたメンテを、２年に更新して、

少しでも有効利用できるようにということで、

ご尽力、努力していただいているのはよくわ

かっております。ただ、今現在のメンテナン

ス代をちょっと教えていただければ、ありが

たく思います。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）運動公園内におけ

ますグラウンドの中での芝生の設置につきま

しては、当初、私も詳しくはないんですけれ

ども、グラウンドを建設するにあたり、当初

は土のグラウンドを計画していたという形に

なっております。ただ、その中で市の体育協

会の加盟団体でありますサッカー協議会と陸

上協議会のほうから、天然芝の要請があり、

その後協議をした結果、現在の形として天然

芝を設置したという形になっております。 

 それと、今議員のほうからもう一点、芝生

のメンテナンス費用という形でご質問をいた

だきました。直近３カ年の費用だけちょっと

させていただきます。平成20年度で芝生の維

持管理業務の委託費が894万円、そして21年度

で903万円、22年度は490万円、２カ年という

形で入札の結果そういう形になっております。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）ありがとうございます。

すごく自分でもいい質問をしたなと。メンテ

代かなりかかっておりますね。 

 それと、最初土の計画だったと。先ほど樽

井議員も質問されたんですけれども、理事の

ほうから多目的運動公園について、全般的に

見直しという言葉を先ほどお聞きしました。

そういう中で、本当にお金がないという状況

です。芝をはがして土のグラウンドに戻せば、

メンテ代要らないんじゃないんですか。それ

と並行して、樽井議員もおっしゃいましたが、
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サッカー関係に関しては、人口芝のサッカー

場ということも視野に入れて、今後市として

メリット、デメリット、その辺を十二分に考

慮していただいて、樽井議員もおっしゃいま

しけど、2015年にはサッカーがあの多目的グ

ラウンドで開催されるんです。待ってくれま

せん。本当に橋本市でサッカーの会場でよか

ったなと、皆さんに言ってもらえるような、

努力しても言ってもらえないかもわかりませ

んけど、最善を尽くすのが僕は必要だと思い

ます。その辺を踏まえまして、当局としまし

ての今後の方向づけといいますか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 このことにつきましては、理事、よろしく

お願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）サッカーとして使用す

る多目的グラウンドにつきましては、国の審

査を受けまして、サッカーグラウンドでオー

ケー、一部散水栓なんか隠してくださいとか、

横幅でしたか、ちょっと足りませんので、も

うちょっと芝生のエリアを広げてくださいと

いうようなことがありますけれども、もう少

し養生をしっかりしていただいて、あと４年

先までに美しくしていただいたらということ

で言われております。ということで、国体に

向けてそれをどうする、こうするということ

は考えておりませんけれども、今の天然芝で

行いたいというふうに考えてございます。 

 それと、方向づけということで、サッカー

グラウンドだけじゃなしに運動公園全体のこ

ともあろうかと思いますので、ちょっと説明

いたしますと、20番議員にもちょっと言いま

したように、橋本市の運動公園につきまして

は、答弁にもありましたように、昭和55年か

ら着手して、用地買収にかかっているような

状態でございます。総面積は34haの計画決定

をしたわけでございますけれども、平成２年

頃ですか、まずプールをつくろうということ

で、計画の見直しを行って配置の見直しを行

っております。その時点で、用地買収もでき

ていないところもありまして、現在のところ

も計画区域に入っているところで民地がござ

います。そういうことで、プール、それから

テニスコート、多目的広場ということ、それ

から県で体育館をしていただいたということ

まで進んだわけでございますけれども、その

段階で、17年ですけれども、休止に入ってご

ざいます。 

 ということで、その運動公園をこれから二

次的に計画をしていくということになりまし

たら、ちょっと言いましたように、総合計画

の中にも載っていないことでございますし、

かなりの住民の要望なり合意形成、それから

財政的な裏づけが必要ではないかなというよ

うに考えてございます。そういうことで、こ

こ23年度、24年度、25年度も一部あるわけで

ございますけれども、耐震なりこども園計画、

そういうものを、どうしてもしていかなけれ

ばいけないことを先にしてからでないと、運

動公園の二次的な考え方というのは難しいの

ではないかなというのが、私の考えでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）理事、どうもありがと

うございます。そうしましたら、2015年の国

体は天然芝で開催するという方向でよろしい

ですか。はい。そうしましたら、国体終わっ

てからになるとは思うんですけど、先ほど言

いました土の、もう一度土に戻すとか、また

人口芝のサッカー場も検討しながらとか、そ

ういう方向でご検討いただければありがたく

思いますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。 

 以上、多目的グラウンドの有効利用につい
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ての質問は終わらせていただきます。 

 続きまして、野球場の建設について再質問

させていただきます。 

 先ほどご答弁いただきましたように、53年

の基本計画には野球場も入っていたというこ

とであります。それが、いろいろと時代も変

わり、用地買収等の問題で平成17年度におき

ましてはもう中止というふうになっていると、

今お聞きしました。中止になっていますので、

今後のことも先ほどご説明いただきましたが、

全くの白紙状態だという認識でよろしいです

か。建設部長、よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）補助事業につきま

しては、平成17年度で事業認可等も完了して

おりますので、それとかつ理事も申し上げた

とおり、橋本市の計画等にも白紙の状態とい

うことでございますので、現在は白紙の状態

であるというふうに認識しております。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）先ほど理事からも、幼

保一元化関連、そして耐震関係、保健福祉セ

ンターの建設など、合併特例債のほうも、こ

の間新任議員の予算を聞かせていただきまし

て、もうお金はないのは重々承知しておりま

す。ただ、中期、長期という位置づけの中で、

先ほど演台のほうでご説明させていただきま

したが、橋本市に一つ野球場があってもいい

とは思われますか、思われませんか。理事、

よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）財政的なものを考慮し

ませんと、あってもいいんじゃないかという

ことは思います。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）最初にもうだめだとい

う答弁をいただいたので、なかなか難しい問

題とはわかっております。私も野球が好きで、

10歳から大学まで野球をさせていただきまし

た。今年50歳になります。50引く10は40、40

年間でいっこも変わっておりません。野球場。

何一つできておりません。だから、できてお

るんであれば、とっくにできているとは思い

ます。確かに、箱物です。つくっていただい

たわ、あとまたどうするんやとか、いろんな

諸問題があるとはわかっております。 

 ただ、きのう中西議員の『数学ＷＡＶＥ』

の質問に対して、木下市長が、仮称ですけれ

ども、「岡 潔数学記念館」はじめ、学力のレ

ベルアップ、また松浦議員がおっしゃってお

ります最近薄れかけている道徳教育の充実、

そしてきょう松本議員が言われましたふるさ

と学の導入など、ソフト面でのビジョンはか

なり進んでおると思います。ただ、ハード面、

先ほども言いましたが、スポーツを通して健

全な体をつくって、将来の橋本市を担う子ど

もたちを強くたくましく育てたいという思い

もあります。なかなか思いばかりでできない

かもわかりません。ただ、理事もおっしゃっ

たように、大きく議論を巻き起こすにはどう

したらよろしいと思われますか。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）箱物でございますけれ

ども、合併の協議の中でも三つの重点施策と

いうことで、やっと一個が完成というか目的

に近づいているというような状態でございま

す。ということで、その当時の住民のアンケ

ートの中で決まってきたものでございます。

そういうことで、公共施設すべてが行政のも

のじゃございません。住民のものでございま

す。そういうことで、いわゆる住民のニーズ

なり要望というものが、最終的にはそういう

もので決まっていくものではないかというふ

うに考えてございます。 

 以上でございます。 
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○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）ありがとうございます。

今、理事のほうから住民が頑張らなあかんと。

そのとおりだと僕も思います。といいますの

は、僕も野球してきました関係で、野球関係

の人はグラウンドつくってくれ、つくってく

れと簡単に言うてくれます。僕はその方たち

に言いました。つくってくれというのはだれ

でも言えますよと。ただ、もし仮につくって

いただいたら、その後をどういうふうに皆さ

ん協力してくれるんですかと。だから、各種

団体あると思います。本当につくっていただ

いたら、こういうふうに微力でも協力すると

いう市民の皆さんがいれば、中期、長期でも

ご検討いただけるものでしょうか。市長、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）中本浩精議員の再質問

にお答えをいたしたいと思います。 

 本当に熱意あふれる質問でありまして、敬

服の至りであります。私はいつも青少年の健

全育成という中で、スポーツというのは非常

に大事であるということは、これはもう県会

議員当時から今は市長として、各会場へほと

んど参画をさせていただいています。その中

で、やはり心身ともに鍛えるということ、非

常に大事であります。例えば、市の職員の中

ででも、忍耐力に欠けるというんですか、そ

ういうある種の病気にかかっておるような方

が非常に、病名はちょっと差し控えますけれ

ども、それらもいろいろ分析しますと、やは

り暑いときに一生懸命スポーツをやっていく

という人は、これはもう体力的にも非常に強

い。忍耐力があるんですね。少々のことがあ

ってもへこたれない。そういうことで、私は

いつも体育協会の表彰式にはごあいさつの中

で、年々歳々全国大会優勝、近畿大会で優勝、

むろん県大会でも優勝、そういう人が非常に

増えてきた。これは非常に私としてもうれし

い限りであります。また、そういうスポーツ

のにぎわいの中から活性化に向けて、親子と

もども取り組んでいかれるという光景、これ

はすばらしいと思います。 

 私がきょう申し上げたいのは、絶対できま

せんということは言いません。ただ、今安全・

安心のまちづくりの中で、すべての文教関係

の施設あるいは学校、これはもう耐震とか大

幅改修、これにかけておるわけであります。

これが終わりますと、大分光明が差してくる

のではないかなと思っておるわけであります。

今、あまりに何もかもどんどんやりますと、

箱物とかそういう施設、夕張に近くなってく

るのではないかという懸念、私はいつもそれ

の財政のことを、財政課長とも議論をしょっ

ちゅうしとるんですが、おかげさんで今はま

あまあまずまずの、危ないなということは一

切ございませんけれども、これを堅持しなが

ら、やはり冒頭申し上げたスポーツはどんど

んやらないかんと思います。中本議員もまだ

これから何期もここにおられますので、ひと

つ、こないに立派な設計図を見て、もうちょ

っと縮小してもいいんやないかというぐらい

のものを、議論になってくるのはそのうちに

なってくるであろうと、期待を込めて、また

野球部の皆さんとも、少年野球の皆さんにも

希望を持てるような話し方をお伝えいただき

たいなと思うわけであります。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）市長、貴重なご答弁あ

りがとうございます。すごくスポーツにご理

解をいただいているということがよくわかり

ました。そして、先ほど私も言わせていただ

きましたが、二、三年の間はいろいろとお金

が要る事業がありますので、その時期にして
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くださいとは思っておりません。ただ、今光

明が見えてきたということも聞かせていただ

きました中で、今年、来年の話はしません。

ただ、中期、長期の中で、用地等も含め、調

査段階に入っていただけるものかどうか、最

後に市長、ご答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）運動公園等、特に野球

場の問題での調査等々、そうなってまいりま

すと、位置の問題から始まるんですね。今の

場所ではなかなか狭隘でございますし、大き

な大会をやってまいりますと、あそこの駐車

場が、今まで小泉純一郎首相が来られたこと

があるんですよ。七、八年前ですかね。あの

ときには1,200台ほど、これがもうパンクしま

した。そういうことで、やはり駐車場も相当

整備しなければなりませんし、きょうは明快

な答弁はしかねるわけでありますが、そのう

ち、中本議員が１期のうちには、そういうよ

うにだいたい入っていけるんではないかとい

う見通しだけはお伝えを、報告を申し上げて

おきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうも市長、ありがと

うございます。光明は見えているけど、なか

なか光明に向かってどうしていったらいいの

か、また私に対しても叱咤激励をいただきま

したので、それはそれとして受けとめさせて

いただきます。 

 それと、最後にこれだけ、もう一つ言わせ

てください。今、私が質問させていただいた

のは、橋本市における野球場の建設です。将

来的に見て、先ほども県下の野球場の施設を

挙げさせていただきましたが、伊都郡にもあ

りません。その辺も考慮していただいて、橋

本市につくれとは言いません。広域的にも考

えていただければありがたく思います。 

 以上、質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 

○議長（井上勝彦君）これをもって、14番 中

本浩精君の一般質問は終わりました。 
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